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屋久島世界遺産地域管理計画に基づく管理状況評価シート 2012～2020（素案） 

管理計画上の項目 

No.1-10 

（１）生態系と自然景観の保全 

ウ．自然景観の保全 

（イ）ヤクスギの巨樹・巨木 

実施主体 環境省、◎林野庁 

＜主な取組＞ 

・No.1-3 参照 

※詳細は「管理計画に基づく事業実績」（毎年度の科学委員会資料）参照 

＜評価＞ 

管理の状況  

４ 
 

４：高く有効 

３：有効 

２：やや懸念あり 

１：深刻な懸念あり 

 

約10年の傾向 

３ 
 

５：著しく改善 

４：改善 

３：安定／変化なし 

２：悪化 

１：著しく悪化 

N：情報不足／判断不可 

＜成果＞ 

・No.1-3 参照 

＜課題・参考情報＞ 

・No.1-3 参照 

 

表 1 - 10 - 1 屋久島の巨樹・著名木データ一覧 

【屋久島森林生態系保全センター_九州森林管理局】 
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屋久島世界遺産地域管理計画に基づく管理状況評価シート 2012～2020（素案） 

管理計画上の項目 

No.1-11 

（１）生態系と自然景観の保全 

エ．外来種や病害虫等への対応 

実施主体 環境省、林野庁、鹿児島県、屋久島町 

＜主な取組＞ 

・関係行政機関が、2017 年に外来種対策行政連絡会議を設置し、連携して各種対策を実施

している。 

・タヌキについては、屋久島町が有害駆除を実施している。 

・アブラギリについては、林野庁が基礎調査や除伐を実施している(2010～)。 

・ナラ枯れについては、林野庁が被害調査を実施している(2004～)。 

・松枯れについては、No.1-6 参照。 

 

※詳細は「管理計画に基づく事業実績」（毎年度の科学委員会資料）参照 

＜評価＞ 

管理の状況  

２ 
 

４：高く有効 

３：有効 

２：やや懸念あり 

１：深刻な懸念あり 

 

約10年の傾向 

３ 
 

５：著しく改善 

４：改善 

３：安定／変化なし 

２：悪化 

１：著しく悪化 

N：情報不足／判断不可 

＜成果＞ 

― 

 

＜課題・参考情報＞ 

・国内外来種であるタヌキについては、有害駆除を実施しているが、現時点では全島的に分

布が拡大しており、現実的にタヌキを根絶するという選択肢は困難な状況である。遺産地

域の生態系への負の影響の度合いは不明である。 

・屋久島東部において、国内外来種であるオキナワキノボリトカゲの侵入が確認されてお

り、分布の拡大が懸念される。遺産地域の生態系への負の影響の度合いは不明である。 
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図 1 - 11 - 1 アブラギリの駆除について（屋久島外来種対策行政連絡会） 

【2018 科学委②】 

 

 

図 1 - 11 - 2 外来種アブラギリの駆除試験地 

【洋上アルプス No.296_林野庁屋久島森林生態系保全センター】 


